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広島文教大学附属高等学校だより【保護者の皆様へ】６ 
 

2025 年７月 25日 

校長 岡 利道 

 

部活動 点描 ～サッカー部～ 

今回は再び体育系です。サッカー部さんです。現時点で、顧問２名（本校教員２名）、

部員 35 名（３年５名・２年 17名・１年 13 名）です。 

まずは、この写真をご覧ください。皆さん、選手たちは何をしていると思いますか？ 

 

練習途中、タッチラインの外側で、走り込みしている姿でしょう、と答えられる方がほ

とんどだと想像します。確かに、このきれいなピッチは、広島経済大学フットボールパー

ク内のものです。岡は観覧席の端っこの方から撮影しました。 

実はすでに試合は始まっています。接戦が繰り広げられる中、控えの選手たちが黙々と

ウォーミングアップしているのです。本番さながらの全力疾走です。監督から何時メンバ

ーチェンジで呼ばれてもいいように！ その真剣さ・美しさに心を打たれ、写真に収めた
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のです。 

誰に指示されることなく、自分の判断で動く。この時点では、お芝居で言えば脇役の存

在です。でも、私には主役に見えました。同じ試合を戦っていました。チームとして一丸

となるとはこのことでしょう。松木俊博（まつきとしひろ）監督のチーム作りの一端を見

させてもらったような気がします。その日は、５月 31日㈯でした。第 78回広島県高等学

校総合体育大会サッカー女子の部で、Ｓ高等学校との準決勝が行われました。結果は、１

対０で勝利しました！ 

翌週の決勝戦は対Ａ高等学校でしたが、惜しくも優勝はのがしました。でも、全員が心

を一つにした文教のサッカーを展開したことは疑う余地がなく、健闘を讃える拍手が響き

渡りました。一旦節目は迎えましたが、その後もふだんと変わらず、その経験を次にどう

生かすのかを考える、枝廣吏音（えだひろりの）キャプテンをはじめとしたメンバーたち

です。相変わらず、すがすがしい風を私たちに送ってくれますよね。 

  

この記事をまとめている最中にも、サッカー部さんは鹿児島県に遠征しています。練習

試合のワンシーンをお届けします。 

あっという間に最後のトピックになります。先の県総体から 1か月後のチームの様子で

す。試合をするのではなく、裏方としての経験をするというものです。あんなに忙しい毎

日なのに、よくまあそこまでできるものだね、との声が聞こえてきそうですが。６月 29

日㈰、「2025 プレナスなでしこリーグ２部第 17節 ディアヴォロッソ広島ホームゲーム」
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の運営を手伝うという経験をしたというわけです。 

なでしこリーグといえども、ゴールの設置、ベンチ等の設営、スポンサーバナーの設置

などの力仕事から、試合後のごみ一つ残さない後片づけまで、責任を持って行わねばなり

ません。同チームの監督さんまでも率先して動かれ、選手の皆さんも同様で、アドバイス

をいただきながらのお手伝いです。試合の華々しさからは想像もつかない、見えないとこ

ろでの地道な仕事をし、「裏で支えてくださる方々の思いがわかり、学ぶことが多かっ

た」と坂田 恵（さかためぐみ）コーチも語っています。お二人の先生方の方針で、その

他にも機会を見つけてはボランティア活動にも参加しています。生徒たちの心も人も、自

ずと育ちますね。 

さあ、夏以降のサッカー部さんへのご声援、変わらずよろしくお願いいたします。 

 

終業式での校長挨拶について 

あんまり長いと誰も読んでくれないよ。自分でもそう考えるわけですが、すでに３ペー

ジ目に入っていました。Twitter や X などは「短く」が尊重されるかもしれません。しか

しながら私は、「可能なかぎり短くする努力をする」中で、「大事な内容ならば自ずと長く

なる」との基本姿勢で綴ってまいります。 

そこで、７月 18 日㈮に行われました１学期終業式の模様をお伝えします。本校式の互

礼の写真からご覧ください。 

 

 では、挨拶の中身をお示しします。 
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この一学期、皆さんに対して、幾たびか、次の言葉を投げかけてきました。一つ。

「心に何とかを～」という言葉ですけどね、例えば体育祭で思い通りの結果が出なかっ

たとか、週末課題の平均点がよくなかったなぁとかあった時に思い出してほしい言葉。

そう、心に太陽を、唇に歌を、ポケットにユーモアを、です。 

 

もう一つ。「レッツ～」で始まる言葉ですが、自分らしく前向きに行こうっていう時

に、自分に言い聞かせるといい言葉。レッツ・エンジョイ！＆レッツ・トライ！  

 

では、レッツ・トライのことで、付け足しです。皆さん、広島文教大学附属図書館を

本校の生徒も大学生並みに使えることは知っていますよね。行ったことあるよという人

手を挙げてみてください。（岡の補足です。ぱらぱらと手が挙がりました。３年生さん

が多いようでした。） 

 

でも、１学期、なかなか平日の放課後行くということは難しかったかもしれません。

そこで、夏休み期間、是非とも行ってみてください。レッツ・トライ・トゥー・ゴー・

トゥー・ブンキョー・ユニバーシティ・ライブラリー！ 行ってみないと、いいなって

ことはわかりません。役に立つことは、私が受け合います。私は、前に附属図書館長を

していた本人ですので。皆さんの、この夏のレッツ・トライ！ の一つに加えてくださ

い。皆さんの昇降口を上がったところにある時間割変更などを知らせる掲示板に、使い

方とかスケジュールとかわかる「ちらし」が貼ってあるので、詳しくはそちらを見てく

ださい。（「ちらし」は次ページをご覧ください。） 

 

本校の皆さんは、開館日だったら何時も使えるわけですが、「ちらし」にもあるよう

に、８月６日㈬からは、学校の宿題等の勉強をするために使ってもいいんです。中学生

の妹さん・弟さんがいる人は、一緒に使えますので、是非ともすすめてください。とり

わけ８月６日㈬の日は、皆さんが戸惑うことがないよう、岡が一日中、附属図書館の受

付のところでお出迎えをしますから、是非とも利用してみてください。ご希望があれ

ば、図書館探訪ツアーにご案内しますよ。 

 

ニ学期、また皆さんそれぞれの「光り輝く瞳」を見せてください。一学期間、本当に

お疲れさまでした！ 

 

保護者の皆さまにも、同様に本当にお疲れさまでしたと申し上げます。長いようでみじ

かかった一学期間。ご家庭でも、学校でも、一人一人の生徒がヒロインとなったドラマが

繰り広げられましたね。それらすべてが、私たちが鑑賞するテレビドラマやドキュメンタ

リーや映画のどれよりも値打ちのあるものです、と声を大にして言います！ そしてこの
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おたよりを読んでいただき、誠にありがとうございました。お嬢様方の伴走をする教職員

の一人として、これからも書き続けてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。 

 


